
No.

患者
１日投与量 
投与期間

副作用 

備考性 ・ 
年齢

使用理由 
（合併症）

経過及び処置

1 女 
70代

右膝痛 
（甲状腺機能亢
進症，間質性肺
炎，右膝痛）

7.5g 
119日間

間質性肺炎 

投与約16年前大動脈弁狭窄症のため，当科に通院中であっ
た。

投与約３年前 肺の線維化を認めたが，右下葉の一部に限局し
ていた。

投与開始日 右膝痛にて，本剤投与開始。

投与110日目 37.4℃までの体温上昇と乾性咳，HJ IV～Vの労
作時呼吸困難が出現するようになった。

投与119日目 
（投与中止日）

当科外来を受診して，右上下肺野を中心に新た
に広範なスリガラス様陰影が出現していたため，
同日緊急入院した。 
胸部所見，CRP上昇，微熱等から，非定型肺炎
も否定できなかったため，クラリスロマイシンを投
与し本剤を中止し，安静にして経過観察したとこ
ろ，症状は軽快した。

中止42日後 退院。外来で経過観察中である。

中止50日後 症状の悪化は認めていない。

企業報告 

臨床検査値 

血液ガス 

 投与前 投与55日目
投与119日目
（投与中止
日）

中止29日後 中止50日後

白血球数（/mm3） 4100 4000 5800 4400 4700

好酸球（％） 0.3 0.2 8.0 2.4 0.7

LDH（IU/L） 193 209 243 208 ―

 
投与119日目 
（投与中止日）

中止９日後 中止29日後

pH 7.432 7.436 7.405

PaO2（torr） 70.1 69.2 84.6

PaCO2（torr） 37.9 38.2 40.1

免疫血清検査 

 
投与119日目 
（投与中止日）

中止１日後

RAテスト 陰性 ―

抗核抗体 ― 陽性

補体CH50 ― 49

DLST（S.I.） 

  
 

中止10日後

本剤 523％

併用薬：チアマゾール，塩酸ジルチアゼム，エチゾラム


